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(西周時代 ・康王期)

玄
よ

↑

／
斗

中
国
古
代
の
青
銅
器
文
化
は
、
段
周
時
代
に
大
い
に
栄
え
た
。

こ
れ
ら
に
は
、
そ
の
制
作
の
動
機
を
記
し
た
文
章
が
鋳
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
珍
し
い
方
鼎
の
拓
本
で
あ
る
。
器
形
の
全
体
を
う
ま
く
構
成
し
な
が
ら
拓
し
て
い
る
。
鼎
内
の
銘
文
は
、
別
に
上
方
に
拓
し
て
い
る
。

こ
の
拓
法
の
始
祖
は
、
僧
六
舟
と
さ
れ
る
。
こ
の
鼎
は
、
近
代
の
拓
工

・
馬
子
雲
の
所
拓
で
あ
る
。
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大京

孟 う

木

難

室
伊

藤

滋

金
文
の
名
品
の
第

一
に
位
置
す
る
。
『
毛

公
鼎
』、
『散
氏
盤
』、
『大
克
鼎
』
と
と
も
に
、

こ
の

『大
孟
鼎
」
を
加
え
、
さ
ら
に

「銃
季

子
白
盤
銘
』
を
合
わ
せ
て
、
西
周
期
の
金
文

の
五
大
器
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『毛
公
鼎
』
『散
氏
盤
』
の
二
器
は
台
湾
の
故

宮
博
物
院
に
、
『大
孟
鼎
』
『勘
香
十
白
盤
銘
』

は
北
京
の
中
国
歴
史
博
物
館
に
、

『大
克
鼎
」

は
上
海
博
物
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
と
も
に

そ
れ
ぞ
れ
書
風
が
異
な
り
、
独
自
の
趣
を
示

し
て
い
る
。
「
大
孟
鼎
』
は
、
鼎
内
腹
壁
に

銘
文
が
鋳
込
ま
れ
て
い
る
。
十
九
行
、
二
百

九
十

一
字
で
あ
り
、
周
の
康
王
が
、
〓
〓
一年

に
大
臣
で
あ
っ
た
孟
に
示
し
た
朋
命
で
あ
る
。

周
室
の
成
立
の
経
緯
、
段
の
滅
亡
の
教
訓
等

を
記
す
。
そ
の
書
体

・
書
風
は
、
金
文
銘
中

の
最
も
重
厚
で
力
強
く
、
堂
々
と
し
た
書
風

で
あ
る
。
さ
き
の
五
大
青
銅
器
中
に
あ
っ
て

最
も
見
事
な
銘
文
と
言
え
よ
う
。
図
版
の
銘

受
拓
本
は
、
近
年
に
亡
く
な
っ
た
博
大
自
が
、

六
〇
歳
代
に
自
ら
手
拓
し
た
精
拓
本
で
あ
る
。

拓
の
端
に
朱
筆
で
題
記
を
書
き
入
れ
て
あ
る
。

清
末
、
民
国
期
の
拓
を
数
種
目
に
し
た
が
、

こ
の
停
氏
手
拓
の
精
本
に
及
ぶ
も
の
は
見
た

こ
と
が
な
い
。

て

い
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帥

威鹸 議入 の

1985年の作 (140×70m)

明
治
４．
年
―
平
成
３
年

（
１
９
０
８
１
１
９
９

１
）
高
知
県
幡
多
部
下
回
村

（現
四
万
十
市
）
に

出
生
。
昭
和
２
年
川
谷
横
雲
先
生
に
書
の
手
解
き

を
受
け
、
書
の
道
に
入
る
。

同
４
年
、
手
島
右
卿
先
生
と
山
会
い
、
生
涯
の

師
と
仰
ぐ
。
同
１０
年
文
検
合
格
。
同
２２
年
日
本
書

道
美
術
院
審
査
員
。
同
年
書
道
芸
術
院
に
参
加
す

る
が
数
か
月
で
離
脱
。
同
２３
年
高
知
よ
り
静
岡
市

に
移
り
、
高
等
学
校
に
勤
務
。
同
２７
年
独
立
書
道

会

（現
独
立
書
人
団
）
結
成
の
中
枢
と
な
る
。
静

岡
で
も
ご
自
身
の
研
究
グ
ル
ー
プ
抱
朴
会
を
結
成
。

そ
の
後
、
右
卿
師
の
提
唱
す
る
現
代
書
の
理
念

「象
書
」
の
開
拓

・
実
践
者
と
し
て
ご
活
躍
。

燃
え
る
よ
う
な
作
家
精
神
は
生
涯
に
亘

っ
て
尽

き
る
こ
と
な
く
、
数
々
の
名
作
を
生
む
。
東
京
国

立
博
物
館
に
は

「臥
済
雑
詠
」
「
眩
華
」
が
収
蔵
さ

れ
、
北
京
の
日
本
大
使
館
に
は

「玄
」
が
あ
る
。

そ
の
他

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
室
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ

ン
ド
州
立
美
術
館
、　
ハ
ン
ブ
ル
グ
国
立
博
物
館
、

西
ド
イ
ツ
・
バ
ー
デ
ン
バ
ー
デ
ン
国
立
美
術
館
な

ど
世
界
各
地
で
大
抱
彗
術
は
光
り
輝
い
て
い
る
。

公
務
と
し
て
は
日
展
審
査
員
、
毎
日
書
道
会
理

事
、
独
立
書
人
団
理
事
長

・
代
表
、
東
京
芸
術
大

学

・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
客
員
教
授
、
専
修
大
学
講

師
、
日
本
書
道
専
門
学
校
教
授
な
ど
数
々
の
要
職

を
歴
任
。
内
外
で
後
進
の
指
導
育
成
に
も
努
め
ら

れ
た
。

昭
和
５９
年
高
知
県
中
村
市
名
誉
市
民
と
な
り
、

市
立
中
央
公
民
館
に
は
書
碑

「
眩
華
」
が
建
立
さ

れ
て
い
る
。

（大
野
祥
雲
記
）

一「



F

書
道
界
の
動
向

―
―
毎
日
書
道
会
理
事
会
報
告
―
―

新
し
い
国
立
新
美
術
館
で
の
毎
日
書
道
展

の
進
出
と
共
に
、
新
し
い
書
道
界
の
風
を
感

じ
る
こ
の
頃
で
す
。
毎
日
書
道
会
理
事
会
報

告
を
略
記
し
ま
す
。

１
、
毎
日
５９
回
展
特
別
陳
列
は
、
生
誕
百
年

記
念

「
い
ま
に
生
き
る
金
子
堅
号
の
書
」

。
平
成
１９
年
７
月
ｍ
日

（水
）
～
８
月
５

日

（
日
）

。
第
５０
回
毎
日
書
道
展
東
京
会
場
内
特
設

２
、
第
二
回
日
中
女
流
書
道
家
代
表
作
家
展

北
京
展

「
日
中
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
年
」
の

一

環
と
し
て
、
北
京
と
東
京
で
開
か
れ
る
。

・
北
京
展

（二
〇
〇
七
年
）

会
期
　
１０
月
２
日

（火
）
～

１０
月
１０
日

（水
）

会
場
　
中
国
美
術
館

・
東
京
展

（二
〇
〇
八
年
）

会
期
　
７
月
８
日

（火
）
～
１７
日

（木
）

会
場
　
東
京
都
美
術
館（６０
回
展
会
期
中
）

・
出
品
者

（
日
本
２００
名
、
中
国
２００
名
》

院
関
係
出
品
者

○
開
幕
式
典
な
ど

１０

，
２
　
１０
時
　
開
幕
式

・８
時
　
初
賀
会

‐０

・
‐０
　
‐２
時
　
閉
幕

９
名

（既
報
）

中
国
美
術
館

人
民
大
会
堂

訪
中
団
の
計
画
あ
り
、
参
加
希
望
者
は

院
事
務
局
に
問
い
あ
わ
せ
を
。

３
、
毎
日
書
道
展
６０
周
年
記
念
事
業

０
　
飯
島
春
敬
先
生
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

重
要
文
化
財
を
含
む
春
敬
先
生
の

ヨ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
公
開

０
　
毎
日
現
代
代
表
作
家
全
国
巡
回
展

‐３
会
場
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

神
奈
川
展
　
　
　
３

●
２７
～
４

●
６

広
島

・
岡
山
展
　
４

●
１５
～
４

●
２０

高
知
展
　
　
　
　
４

●
２２
～
４

●
２７

奈
良
展
　
　
　
　
６

，
４
～
６

●
８

九
州
展

（鹿
児
島
）
７

●
１４
～
７
●
２‐

松
本
展
　
　
　
　
９

ｏ
２２
～

旭
川
展
　
　
　
（未
定
）

盛
岡
展
　
　
　
　
１１

・
１２
～
‐１

・
‐６

秋
田
展
　
　
　
　
血

。
２‐
～
１‐

．
２６

函
館
展

・
沖
縄
展

・
静
岡
展

・
豊
橋
展
は

平
成
２‐
年
の
予
定
だ
が
期
日
未
定

０
　
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
１００
年
記
念

「現
代
日
本
の
書
代
表
作
家
サ
ン
パ
ウ

ロ
展
」

高
校
書
展

「書
の
甲
子
園
」
に
参
加

さ
れ
て
い
る
、
ブ
ラ
ジ
ル
書
道
愛
好
会

代
表
の
若
松
如
空
氏
の
協
力
を
得
て
実

現
に
向
け
て
進
行
中

０
　
現
代
日
本
の
書
代
表
作
家
台
北
展

・
会
期
　
２００８
年
１０
月
又
は
１１
月
の
二
週

間

・
会
場
　
国
立
国
父
記
念
館
中
山
国
家

画
廊

・
出
品
　
２００
名
に
依
頼
の
予
定

○
故
宮
博
物
院
蔵
の
国
家
級
の
書
作
品

を
特
別
見
学
作
品
と
し
て
展
示
い
た

だ
け
る
予
定

（中
華
民
国
書
学
会
張

瓶
煙
会
長
が
全
面
協
力
）

４
、
来
年
の

「現
代
の
書
新
春
展
」
は
、
本

年
度
、
毎
日
展
出
品
の
６０
歳
以
上
の
審
査

会
員
の
中
か
ら
選
考
さ
れ
ま
す
。

台J 玄
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(叫
上

妻

華

竹

こ
こ
数
年
、
作
品
の
中
に
美
し
い
空
間
を

い
か
に
残
す
か
を
試
行
錯
誤
し
て
い
る
。
私

の
場
合
は

一
字
書
が
多
い
の
で
、
細
線
で
表

現
す
る
こ
と
で
空
間
を
生
か
し
た
い
と
考
え

模
索
中
で
あ
る
。

掲
載
の
作
品
は
、
第
５８
回
毎
日
書
道
展
に

出
品
し
た
甲
骨
文
の

″帰
″
で
あ
る
。
こ
れ

は
四

・
五
尺
ｘ
三

・
五
尺
の
用
紙
に
偏
と
芳

を
逆
三
角
形
に
糖
成
、
偏
を
短
く
し
、
下
部

に
大
き
な
空
間
を
美
し
く
残
そ
う
と
思
っ
た

「
帰
」
甲
骨

が
ち
ょ
っ
と
間
が
抜
け
て
し
ま
っ

た
。
そ
こ
で
芳
の
鋭
い
細
線
で

空
間
を
切

っ
て
み
た
。
こ
れ
で
、

う
ま
く
い
っ
た
か
な
？
　
少
々

気
に
入

っ
た
作
品
で
あ
る
。

細
線
の
作
品
は
空
間
は
取
れ

る
が
、
そ
れ
を
生
か
す
た
め
に
、

線
の
強
さ
、
変
化
に
言
労
す
る
。

一
本

一
本
の
線
に
生
命
を
吹

き
込
み
、
美
し
い
空
間
を
生
か

し
た
作
品
を
こ
れ
か
ら
も
模
索

し
続
け
た
い
。

前

衛

書

口

真

下

一泉

子

よ
く

「習
字
の
先
生
で
す
か
」
と
言

わ
れ

「
い
い
え
、
書
で
す
」
と
言
い
直

し
て
い
る
。　
一
般
に
は
書
が

「芸
術
」

で
あ
る
と
い
う
感
覚
は
薄
く
、
音
楽
や

美
術
に
比
べ
芸
術
と
し
て
の
扱
い
は
貧

弱
で
あ
る
。

こ
れ
は
明
治
１５
年
、
小
山
正
太
郎
と
岡
倉

天
心
と
の
論
争
で
あ
る
。
正
太
郎
は

「書
は

美
術
で
な
い
。
書
は
言
葉

（広
い
意
味
で
文

学
）
で
あ
る
」
と
考
え
、
天
心
は
こ
れ
に
反

論
し
た
。
こ
の
論
争
が
西
洋
的
視
点
か
ら
書

を
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
に
含
め
る
か
否
か
の
論
争

の
始
ま
り
で
あ
り
、
現
在
も
書
の
立
場
に
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
東
京
芸
術
大
学
に
も

書
道
科
は
な
く
、
国
立
近
代
美
術
館
で
は
書

の
企
画
展
は
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

私
は
、
書
が
他
芸
術
と
ど
こ
が
共
通
で
ど

こ
が
異
な
る
の
か
を
考
え
た
く
思
う
。
そ
の

た
め
、
意
識
し
て
異

な
る
ジ
ャ
ン
ル
の
作

品
を
鑑
賞
し
、
意
識

し
て
他
ジ
ャ
ン
ル
の

方
々
と
も
作
品
展
を

行

っ
て
い
る
。

書
は
芸
術
な
り
の

主
張
を
も

っ
と
し
て

い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。
二
十

一
世
紀
の

書
は
、
他
芸
術
と
の

融
和
や
、
生
活
様
式

に
取
り
込
み
や
す
い

表
現
の
工
夫
も
必
要

で
あ
る
と
思
う
。

上
妻
華
竹
書

― 私 の 主 張 ―

1999年 画 家 富 沢秀文氏との 2人展 妙 義山麓美術館

題名―虹 (左)瓦 当文 (右) 富 沢氏作品
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□

一

時
の
歩
み
は
二
重
で
あ
る
。

未
来
は
た
め
ら
い
つ
つ
近
づ
き
、

現
在
は
失
の
よ
う
に
早
く
飛
び
去
り
、

過
去
は
永
久
に
静
か
に
立

っ
て
い
る
。

（
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
曲
　
第
九
交
響
曲
第
四

楽
章

「歓
喜
に
寄
す
」
の
歌
詞
よ
り
）

恩
師
、
加
藤
翠
柳
先
生
が
逝
か
れ
て
か
ら

早
、
８
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。
今
、
加
藤
白

柳
先
生
に
御
教
示
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

書
の
道
、
４０
年
の

″時
の
歩
み
″
の
中
で
、

私
は

″最
高
の
良
き
指
導
者
″
両
先
生
に
巡

り
会
え
た
。
そ
し
て
、
現
在
、
芸
術
院
展
で

は
、
翠
柳
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
現
代

詩
文
書
で
審
査
会
員
と
し
て
、
毎
日
展
で
は
、

白
柳
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
前
衛

書

で
会
員
と
し
て
作
品
を
発
表
で
き
る
幸
せ

を
得
て
い
る
。

″過
去
は
永
久
に
静
か
に
立

っ
て
い
る
。
″

翠
柳
先
生

に
は
、

″書
線
″
を
厳
し
く
ご

指
導
い
た
だ
い
た
。
特
に
、
古
典
理
論
と
条

幅
研
究
会

（翠
原
会
）

で
は
、

″法
帖
と
対

時
し
、
古
典
の
中
に
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
を

見
逃
さ
ぬ
こ
と
″
を
学
ん
だ
。

翠
柳
先
生
は
、
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

「古
典
は
高
い
山
で
あ
る
。
大
分
近
づ
い
た

と
思

っ
て
も
、
山
は
又
遠
く
に
去

っ
て
い
く
。」

「古
典
は
、
新
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
。

こ
の
前
、
臨
書
し
た
と
き
気
付
か
な
か

っ
た

筆
意
が
こ
こ
に
あ

っ
た
ん
だ
な
あ
。
と
い
う

発
見
が
あ
る
も
の
だ
。
５
年
、
１０
年
前
に
習

っ

た
と
き
と
同
じ
で
何
の
発
見
も
な
く
、
感
動

も
起
ら
ぬ
よ
う
で
は
、
そ
の
臨
書
者
の
成
長

の
な
か

っ
た
こ
と
を
一示
し
て
い
る
。
」

さ
ら
に
、
「
現
代
書
と
い
う
美
名
に
隠
れ

て
、
永
遺
の
書
の
追
求
を
忘
れ
て
は
い
ま
い

か
。
私
は
、
そ
の
永
遠
の
書
を
生
む
原
動
力

は
、
臨
書
の
鍛
錬
よ
り
外
に
道
は
な
い
と
考

え
習

っ
て
来
た
。
」
…
…

と
。

そ
し
て
、
私
共
に
、
五
巻
の

「翠
柳
臨
書

帖
」
と

「
か
な
手
本
名
歌
帖
」
「
草
書
千
字

文
」
等
を
遺
し
て
下
さ

っ
た
。
先
生
は
、
永

久
に
静
か
に
立
た
ず
ん
で
居
ら
れ
る
。

″現
在
は
矢
の
よ
う
に
早
く
飛
び
去
る
″

加
藤
白
柳
先
生
は
、

「
こ
れ
か
ら
は
、
論
語
に
あ
る

″之
を
知
る

者
は
、
之
を
好
む
者
に
如
か
ず
。
之
を
好
む

者
は
、
之
を
楽
し
む
者
に
如
か
ず
。
″
を
モ
ッ

ト
ー
に
書
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
」

と
、
審
柳
書
院
を
引
き
継
い
で
下
さ

っ
た
。

こ
う
し
て
、
白
柳
先
生
の
ご
指
導
に
よ
り
、

そ
れ
ま
で
手
探
り
で
書
い
て
来
た
前
術
書
に

新
た
な
道
が
開
か
れ
た
。

前
衛
書
は
、
心
象
芸
術
。
先
ず
、
筆
を
執

る
前
に

″何
を
表
現
す
る
か
。
そ
の
心
の
煮

つ
め
方
″
を
問
う
こ
と
。

ス
イ
ス
人
彫
刻
家

ジ
ャ
ョ
メ
ッ
テ
ィ
の
制
作
例
か
ら
、
そ
れ
の

表
現
手
段
と
し
て
の

″用
具
、
用
材
″
は
、

工
夫
す
る
。
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

特
に
、
用
具
、
用
材

の
自
由
な
選
択
肢
を

知
り
前
衛
書
の
世
界
が
大
き
く
広
が

っ
た
。

キ
ャ
ン
バ
ス
地
、
リ
キ
テ
ク
ス
、
マ
ッ
ト
フ
ィ

ル
ム
な
ど
の
画
材
使
用
で
様
々
な
ア
イ
デ
ィ

ア
が
膨
ら
む
。
こ
の
頃
は
、
私
の
暴
走
ぶ
り

を
見
兼
ね
て
、
先
生
は
、
″鳥

の
子
紙
に
茶

墨
で
書
く
の
は
ど
う
？
″
な
ど
頻
り
に
、
お

っ

し
ゃ
る
ほ
ど
…
…
。

先
生
は
、
私
の
心
を
開
放
し
、
自
己
表
現

の
世
界
を
果
し
な
く
広
げ
て
下
さ

っ
て
い
る
。

あ
た
か
も

″未
来
は
た
め
ら
い
つ
つ
近
づ

く
″
か
の
如
く
。

両
先
生
に
巡
り
会
え
、
ご
指
導
い
た
だ
い

た
こ
と
に
、
深
い
感
謝
の
念
を
懐
き

つ
つ
、

″時
の
歩
み
″
を
大
切
に
、
「
私
自
身
の
表

現
」
を
確
立
す
る

「未
来
」
に
向
い
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

第
５９
回
昔
道
芸
術
院
展
出
品

ヽ
こ
ｒヽ
車
ハ”
一

イ

、

t付
｀

1 、 、

ヽ
ャい
、
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―

王

Ｉ

Ｅ

一

一一

が
，
き

ろ
ん

楽
毅
論

（光
明
皇
后
）
①

記
す
る
。

よ

っ
て
、
天
平
１６
年

（
１４４
）
ヽ
藤
原
不
比
等
の
第
二
女

で

あ
る
光
明
皇
后

（７０‐
～
７６０
）
の
４４
歳
の
筆
と
判
明
す
る
。

（編
集
部
）

用
紙
　
半
紙
普
通
判

――
注
――
漢
字
研
究
部
競
書
作
品
は
、

左
の
法
帖
の
中
か
ら

何
文
字
臨
書
し
て
も
よ
い
。

（掲
載
部
分
以
外
は
不
可
）

臼

日

早

①

一
自
】倒

倒

一

〈解
説
〉

こ
の

一
巻
は
、
表
紙
題
箋
に

「楽
毅
論
、
紫
微
中
室
御
書
」

と
墨
書
さ
れ
、
光
明
皇
后
の
皇
后
宮
職
を
改
め
た
名
称
で
あ

る
。
本
紙
は
、
白
麻
紙
三
紙
を
継
い
で
本
文
を
書
し
、
さ
ら

に
別
に
責
紙
に

「天
平
十
六
年
十
月
二
日
　
藤
三
娘
」
と
付

輸
舞
逸
曇
後
ａ
掲
ｒ
も
（
黎
委
争軽
乳

ふ
哉
孝
締
多
力
４
え
乱
喬
安
え
鈴
強
蟹
年

工逸
羨
遂
二
蓄
峯

銃

奈
孝
透
法
森
葬
考
翼

夫
求

古
賢
之
意

一、
宜
ド
以

大
者
遠
者

・先
，之
。
必
迂
廻
／
而
雑

ヤ通
、
然
後
己
焉
可
也
。
今
楽
氏
之
趣
、
或
者
其
／
未
」尽
子
。
而
多
劣
レ之

一、

是
使

前
賢
失

指
於
将
来
↓
／
不

亦
惜

哉
。
観
卜楽
生
遺

れ
小恵
主

章
忌

共
殆
庶
ド
子
／
機
合

子
道
ｏ
以
終
始
者
」
与
。
其
喩

昭
主

日
い
伊
ヌ
放

‐

一
‐

々
薪
基

十
~~~~~~一　一　　　‐‐‐



却神貯確稚力
（伝
にダ賜灘郁時）
（∪　用
〈紙た中騨軸騨舶却
（料紙可）

①

＝
注
＝
か
な
研
究
部
競
書
作
品
は
、
右
の
古
筆
の
掲
載
部
分
よ
り
歌

一
首
以
上
を
書
く
。
（全
臨
も
可
）

別
紙
を
裁
断
し
て
貼
付
は
不
可
。

二
月
ば
金
ｅ
か
今
じ
り
３
ｏ
に
も
の
ゝ

た
（多
）
う
び
（
日
）
つ
か
（可
）
は
（八
）

し
け
（介
）
る

人
の
（農
）
も
と
に
（小
）
ま
（万
）
た

人
ま
か
（可
）
り
（利
）
つ
（徒
）
ゝ
せ

う
そ
（所
）
こ
つ
か
（可
）
は
（者
）
す
と

き
（支
）
ゝ
て
よ
み
て

つ
か
（可
）
は
し
け
（希
）
る
（流
）

露
な
（奈
）
ら
ぬ
心
を
（越
）
人
に
（体
）

お
（於
）
き
（支
）
そ
（所
）
め
（免
）
て
か
ぜ

ふ
（不
）
く
（久
￥
」
と
に
も
の
お
（於
）
も

ひ
（日
）
ぞ
（所
）
つ
く
（久
）

だ
い
（意
）
し
ら
ず
　
さ
か
（可
）
の
う

へ
の
こ
れ
の
り
（利
）

我
こ
ひ
（日
）
を
（越
）
く
（九
）
ら
ぶ
（不
）

の
山
〈
の
〉
さ
く
（久
）
ら
花
ま
（
万
）
な

（那
）
く
（久
）

ち
（遅
）
る
と
も
こ
さ
は
（者
）

ま
（万
）
さ
（佐
）
ら
じ

〈解
説
〉
「古
今
和
歌
集
」
の
写
本
の
本
阿
弥
切
は
、

江
戸
時
代
の
初
期
、
近
衛
信
デ
、
松
花
堂
昭

乗
と
と
も
に
寛
永
の
三
筆
と
称
さ
れ
た
本
阿

弥
光
悦
が
、　
一
部
を
愛
蔵
し
て
い
た
こ
と
に

ち
な
ん
で
こ
の
名
称
が

つ
け
ら
れ
た
。

所
々
、
胡
粉
地
の
剥
落
が
あ
り
、
文
字
が
読

め
な
い
箇
所
も
多
い
。

（編
集
部
）



漢
　
字
　
規
　
定
　
初
段
以
上
　
【
八
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
　
半
紙
普
通
判

雨

洗

緑

荷

辻

元

大

雲

選

書

よ
み

（雨
緑
荷
を
洗
う
）

書
体
Ｈ
自
由

習
い
方
解
説
　
回

辻

　

一万
　
大

　
雲

雨
洗
緑
荷

か
な
り
省
略
の
き
い
た
草
書
で
表
現

し
て
み
ま
し
た
。
孫
過
庭
書
譜
と
懐
素

千
字
文
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
よ
う
な
感
が

あ
り
ま
す
。
筆
は
羊
亀
中
長
鋒
を
使
用
。

前
回
は
書
体
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た

が
、
今
回
は
書
風
に
つ
い
て
少
し
述

べ

て
み
ま
す
。
書
風
と
は
皆
様
す
で
に
ご

存
じ
の
通
り
、
同
じ
書
体
の
中
の
雰
囲

気
の
違
い
で
あ
り
、
肥
痩
、
大
小
、
緩

急
な
ど
、
表
現
上
の
リ
ズ
ム
の
変
化
、

呼
吸
、
強
弱
な
ど
作
者
の
表
現
意
図
が

鮮
明
に
現
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

作
者
の
表
現
意
図
は
様
々
で
す
。
も

ち
ろ
ん
書
く
語
旬
の
内
容
に
も
影
響
さ

れ
ま
す
が
、
ど
う
表
現
し
よ
う
か
と
考

え
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
す
る
。
そ
こ
に
書

風
の
違
い
が
大
き
く
反
映
さ
れ
る
訳
で

す
。
力
強
い
表
現
、
逆
に
ソ
フ
ト
な
や

さ
し
い
気
分
で
の
表
現
、
そ
れ
ぞ
れ
に

合

っ
た
書
風
を
見

つ
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

|~



Ｌ

一

且

一

漢
　
宇
　
規
　
定
　
秀
級
以
下

【
八
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
　
半
紙
普
通
判

寄

心

清

尚

よ
み

（心
清
尚
に
寄
す
）

書
体
＝
楢
書

小

伏

小

一局

選

書

習
い
方
解
説
　
回

小

伏

小

扇

寄
心
清
尚

（心
清
尚
に
寄
す
）

心
を
清
く
し
て
一局
尚
な
物
事
に
寄
せ

る
。
　
　
　
　

　
　
　

〔陶
淵
明
〕

今
回
は
張
猛
龍
碑
を
念
頭
に
お
い
て

書
作
し
ま
し
た
。
張
猛
龍
碑
の
字
形
は

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
バ
ラ
ン
ス
が
主
軸
に

な

っ
て
お
り
、
極
め
て
変
化
に
富
ん
で

い
ま
す
。

「寄
」
ウ
冠
の
第
二
画
は
、　
一
旦
筆
を

上
げ
、
新
た
に
筆
を
起
し
て
逆

筆
に
接
筆
し
ま
す
。
日
は
や
や

上
部
に
お
き
ま
す
。

「
心
」
第

一
画
を
強
調
し
、
点
の
位
置

を
高
く
し
ま
す
。

「清
」

へ
ん
と

つ
く
り
の
調
和
を
よ
く

考
え
て
。

「尚
」
頭
部
を
大
き
く
し
て
下
部
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
り
ま
す
。

一Ｆ
一「



IL

か
　
な
　
規
　
定
　
初
段
以
上
　
【
八
月
二
十
日
お
め
き
り
】

用
紙
　
半
紙
普
通
判

（科
紙
可
）

よ
み
方
　
七
夕
や
芭
蕉
人
店
ひ
と
え
（盈
）だ
に
（体
）

元
の
句
を

下

谷

洋

子

選

書

習
い
方
解
説
　
回

下

谷

洋

子

た
と
に
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
と
た
営

七
夕
や
芭
練
人
は

一
枚
に
（持

漢
語
の
多
い
素
材
で
す
が
優
麗
さ
と

は
異
な
る
表
現
が
出
来
、
時
に
は
楽
し

い
も
の
で
す
。
旬
意
を
生
か
し
そ
の
ま

ま
書
い
て
も
よ
い
で
す
が
、
字
数
が
少

な
く
な
る
の
で
全
体
を
よ
く
見
て
バ
ラ

ン
ス
よ
く
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。
文
字
の

大
き
さ
、
各
行
の
位
置
、
行
の
長
さ
な

ど
に
工
夫
が
な
い
と
、
上
下
が
空
き
す

ぎ
た
り
し
て
貧
相
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

使
用
す
る
筆
は
イ
タ
チ
系
が
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ヨ
リ
ン
ス
キ
ー
の

や
や
大
き
め
の
筆
を
使
い
ま
し
た
。
イ

タ
チ
よ
り
柔
ら
か
く
、
料
紙
と
の
摩
擦

が
心
地
よ
く
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

ｎ
■
万

（明
治
２
６
～
大
正
１
２
）

高
浜
虚
子
の
問
下
。
七
夕
竹
に
尊
敬
す

る
芭
蕉
の
旬
と
人
麿
の
歌
を
つ
る
し
、

自
分
の
文
連
を
祈

っ
た
。

一Ｆ
一「
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か

な

規

定

秀
級
以
下
　
【
八
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙

半
紙
タ
テ
と
２

（料
紙
可
）
（た
て
３２
セ
ン
チ
・
よ
こ
１２
セ
ン
チ
）

掲
載
写
真
の
う
た
を
全
臨
、
ま
た
は
部
分

（
二
字
以
上
の
連
綿
）
を
臨
書
す
る
。

高

野

切

第

二

種

（掲
載
写
真
縮
小
９３
％
）

か

な

条

幅

規

定
　
【
八
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
　
小
画
仙
紙
半
切

（料
紙
可
）

！ヽあ

付

′

レ
／

■

よ
み
方
　
ま
（万
）
ど
近
き
竹
の
葉
（者
）
す
さ
ぶ
（婦
）
か
（可
）
ぜ
の
音
に
合
じ

い
（移
）
と
ど
（
ゝ
）
み
（見
）
じ
か
（可
）
き
（起
）
う
た
（多
）
た
（
ゝ
）
ね
（年
）
の
ゆ
め
（免
）

天

海

矩

子

選

書
創
作

習
い
方
解
説
　
０

天

海

矩

子

惑
近
き
竹
の
葉
す
さ
ぷ
風
の
吉
に

い
と
ど
み
じ
か
き
う
た
た
ね
の
夢

（新
古
今
集
）

半
切
に
和
歌

一
首
二
行
書
き
の

一
般

的
な
形
式
で
す
。
二
行
日
は
、
墨
が
少

な
く
な
る
の
で
、
ゆ

っ
く
り
と
筆
を
運

び
墨
を
置
く
よ
う
な
気
持
ち
で
書
き
ま

し
ょ
う
。
墨
継
ぎ
の
位
置
や
連
綿
、
文

字
の
変
換
な
ど
も
工
夫
し
、
連
綿
で
は

呼
吸
が
切
れ
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
、
運
筆

し
て
下
さ
い
。

※
た
て
形
式
に
限
る

Ｆ
‐
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一

□

一

漢

宇

条

幅

規

定
　
初
段
以
上

【
八
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
　
小
画
仙
紙
半
切

種

谷

高

城

選

書

書
体
――
自
由

わ

桃
花
流
水
晋
然
去
　
別
有
天
地
非
人
間

（桃
花
流
水
督
然
と
し
て
去
る
　
別
に
天
地
の
人
間
に
非
ぎ
る
有
り
）

少
女
悼
軽
舟
　
歌
理
逐
流
水

（少
女
軽
舟
に
樟
さ
し
　
歌
声
流
水
を
逐
う
）

小
画
仙
紙
半
切

萩

原

香

一扇

選

書

書
体
＝
自
由

習
い
方
解
説
　
口

種

谷

高

城

李
自
の
七
言
絶
旬

「山
中
答
俗
人
」

の
後
半
二
句
を
採
り
ま
し
た
。
陶
淵
明

の
桃
花
源
記
を
達
想
さ
せ
る
別
天
地
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
北
魏
の
碑
刻
を
意

識
し
、
格
書
で
書
い
て
み
ま
し
た
。
起

筆
で
頓
坐
さ
せ
、
筆
圧
を
強
く
し
、
迫

力
あ
る
階
書
を
目
途
し
ま
し
た
。
龍
門

造
像
記
、
高
貞
碑
、
張
猛
龍
碑
、
北
魂

墓
誌
銘
等
の
臨
書
を
通
し
て
、
迫
力
あ

る
潜
書
の
書
風
を
研
究
し
ま
し
ょ
う
。

習
い
方
解
説

萩

原

香

扇

今
月
は
文
字
数
を
多
く
し
て
二
行
書

き
に
し
て
み
ま
し
た
。
十
文
字
で
す
。

詩
は
、
丹
陽
湖
を
少
女
が
軽
や
か
な

舟
に
樟
さ
し
、
歌
を
歌
い
な
が
ら
流
れ

る
水
の
ま
ま
に
行
く
と
い
う
風
景
を
よ

ん
だ
も
の
で
す
。

よ
く
筆
を
動
か
し
、
リ
ズ
ム
を

つ
け
て

軽
快
に
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

字
の
大
小
、
左
右
の
字
配
り
を
考
え
て

く
だ
さ

い
。

一Ｆ
一「

(的



Ｌ

一

旦

一

ベ
　
ン
　
学
　
規
　
定
　

【
八
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
１１
は
が
き
の
大
き
さ
、
白
色
の
も
の
、
黒
イ
ン
ク
使
用
の
こ
と

サil

島

舟

錦

選

督

書
体
１１
自
由

習
い
方
解
説川

島

舟

錦

『
…
…
…
市
内
中
央
部
の
リ
ン
グ
に
沿

っ
て

街
を

一
巡
す
る
だ
け
で
も
、
過
去
の
ハ
プ
ス

ブ
ル
ク
家
の
栄
光
と
宮
廷
生
活
の
華
や
か
さ

を
し
の
ば
せ
る
建
築
物
を
次
か
ら
次
へ
と
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
会
議
事
堂
、
市
庁
△
白、
ウ
ィ
ー
ン
大
実

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
音
楽
フ
ァ
ン

に
は
お
な
じ
み
の
楽
友
協
会
ホ
ー
ル
、
市
の

中
心
地
を
象
徴
す
る
シ
ュ
テ
ハ
ン
寺
院
、
さ

ら
に
は
自
然
史
博
物
館
、
美
術
史
博
物
館
と

い
っ
た
具
合
で
す
。
…
…

（略
）
…
…
…
…

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
衛
並
み
が
何
も
せ

ず
に
残
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
建
物
の

新
築
や
改
築
を
す
る
場
合
に
は
、
市
役
所
の

厳
し
い
計
可
が
必
要
で
す
。
そ
れ
は
街
の
美

観
維
持
に
関
し
て
の
厳
し
さ
で
あ
り
、
今
後

の
美
し
い
街
づ
く
り
へ
の
し
っ
か
り
し
た
姿

勢
で
も
あ
り
ま
す
。
」

深
く
考
え
て
し
ま
う
文
で
す
。
漢
字
と
仮

名
を
調
和
さ
せ
て
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
落
秩
を
入
れ
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。
（落
款
は
自
分
の
名
前
を
入
れ
て
く

だ
さ
い
。
）

一Ｆ
一「

(叫



Ｌ

一

到

一

速

学

部
　
師
範
　
涼
野
　
琴
爽

書
の
技
法
は
ほ
ぼ

マ
ス
タ
ー
し
た
人

だ
が
、
書
の
内
面
性
に
気
付
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
作
品
で
あ
る
。

◎
漠
学
部
総
解
　
情
懐
を
リ
ズ
ム
と
造

形
に
托
し
て
表
現
す
る
の
が
芸
術

（書
）

な
ら
、
作
家
に
な
ろ
う
と
す
る
な
ら
先

ず
、
自
分
を
知
る
こ
と
。
　

（春
洋
評
）

漢
字
条
幅
都

師
範

米
倉
　
呼
香

歯
切
れ
よ
い
筆
致

で
潤
渇
の
バ
ラ
ン

ス
よ
く
爽
快
な
作

で
あ
る
。
や
や
流
れ

す
ぎ
た
か
。
更
に
向
上
を
期
待
す
る
。

◎
漢
字
条
幅
部
総
辞
　
全
般
に
低
調
な

感
あ
り
。
昇
試
の
影
響
か
。
上
級
二
行

平
凡
作
多
し
。
更
に
工
夫
を
。
下
級
も
っ

と
大
胆
な
取
り
組
み
を
。
　

（大
雲
評
）

前
衛
書
部
　
特
選
　
尾
形
　
紅
ほ

集
中
し
た
精
神
力
で
、
が

っ
ち
り
し

た
造
形
に
豊
か
な
線
質
で
潤
渇
美
を
表

出
し
た
筆
力
２
一向
い
秀
作
で
あ
る
。

◎
前
衛
書
部
総
評
　
気
力
の
充
満
し
た

作
品
が
多
く
て
、
制
作
時
の
作
家
の
熱

気
と
息
吹
が
伝
わ
る
。
　

　

（芳
仙
評
）

◎
か
な
条
幅
部
総
坪
　
上
級
者
の

一
部

に
は
完
成
度
２
高
い
も
の
が
見
ら
れ
た

が
、　
一
部
に
誤
字
、
字
粒
の
把
握
不
足
、

墨
色
の
悪
さ
が
あ
り
残
念
。
（明
子
評
）

ベ
ン
学
部
　
師
範
　
堀
川
　
各
春

伸
び
や
か
で
生
き
い
き
し
て
い
る
雰

囲
気
に
魅
力
を
感
じ
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン

ら
し
い
心
の
行
き
届
い
た
見
事
な
作
。

◎
ベ
ン
学
部
総
坪
　
冴
え
た
線
、
確
か

な
字
形
は
普
段
の
努
力
の
積
み
重
ね
か

ら
生
じ
ま
す
。
心
を
こ
め
て
書
く
こ
と

が
何
よ
り
大
切
で
す
。
　

　

（小
扇
評
）

切
渦
ぁ
ク
を
岬
く
と
、くヽ
イ
ド
に

ク
イ
ンヽ
ネ
リ
リイ
さ
て

ド
す
ウ

ｑ
灯
ツ
ー
や
務
め，
い
―ヽ、均
あ

Ｆ
た
ず
，
お
ｔ
４
１
に
颯

，ヽ
充て

，２
，ち
タ
ー
ンの
ゆ
う

そ
ハ
ぞ
ｏ

か

な

部
　
師
範
　
柴
　
翠
泉

転
折
か
ら
く
り
出
さ
れ
る
ゆ
る
ぎ
の

な
い
線
が
全
体
を
締
め
、
高
度
な
技
量

の
方
で
す
。
運
筆
の
進
む
姿
が
美
し
い
。

◎
か
な
部
総
坪
　
誤
字
も
な
く
、
安
定

し
た
作
品
が
多
か

っ
た
が
、
ま
だ
ま
だ

筆
先
だ
け
で
健
康
な
呼
吸
が
少
な
い
。

強
弱
の
リ
ズ
ム
を
大
切
に
。

（洋
子
評
）

，
７
わ

あ
十
１
１
ヽ

、
ク
を
●
、
ち
′
を
，
４
こ
、

あ

役
等

一Ｆ
一「

恭
＝
フ
作
品

各

都

総

評

N0552

字

筋

務

え
・
・
ａ
ｒ
強
ｍ
ロ
ル
」
お

現
代
時
文
書
部

特
選

大
鹿
　
洋
江

構
成
の
セ
ン
ス
が
光
る
。
力
ま
ず
、

筆
の
開
閉
も
自
然
に
運
筆
さ
れ
て
い
る
。

落
款
の
処
理
は
絶
妙
な
り
。

◎
現
代
詩
文
書
部
総
評
　
濃
墨
と
淡
墨

の
出
品
者
が
固
定
し
て
い
る
。
新
し
い

分
野

へ
の
挑
戦
も
忘
れ
ず
。

（素
雪
評
）

か
な
条
幅
部

準
師

高
橋
は
る
江

丁
事
な
運
筆
が
伸
び
や
か
で
、　
一
字

ず

つ
の
結
構
が
よ
く
行
間
か
美
し
い
。

老
練
で
上
品
な
香
り
高
い
快
作
で
す
。

14



優聴

雰囲U

締研

品究

得都
選
V

藤

代

京

子

◆
爽
や
か
な
線
で
の
構
成
、
中
央
の
白
を
囲

み
、
左
右
の
変
化
を
考
え
つ
つ
質
量
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
。
や
や
軽
い
感
も
す
る
。
内
容

の
充
実
に
意
を
用
い
る
よ
う
に
。
　
会
笙
説
し

藤

代

京

子

書

◆
紙
質
の
関
係
か
、
や
や

粗
さ
が
目
立

つ
が
運
筆
の

リ
ズ
ム
を
感
じ
さ
せ
印
象

的
な
作
と
な

っ
た
。
雅
印

は
お
粗
木
。
押
印
の
仕
方

に
も

っ
と
意
を
用
い
て
ほ

し
い
。
　

　

　

（大
雲
評
）

◆
思
い
切
り
よ
く
筆
を
活

躍
さ
せ
て
の
構
成
線
に
勢

い
が
出
て
全
体
に
リ
ズ
ム

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

紙
質
に
墨
を
受
け
入
れ
る

滲
み
が
出
な
い
事
が
残
念
。

（倫
子
評
）

◆
シ
ン
プ
ル
な
字
か
ら
の

イ
メ
ー
ジ
を
深
く
暖
め
て
、

吐
き
出
す
よ
う
に
表
現
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

用
具
を
変
え
て
更
に
繊
細

な
美
し
さ
も
試
し
て
ほ
し

い
。
　
　
　
　
（明
子
評
）

◆
濃
墨
の
重
厚
さ
と
、
か
す
れ
の
生
み
出
す

バ
ラ
ン
ス
が
美
し
い
。
太
細
の
変
化
の
筆
づ

か
い
が
柔
ら
か
さ
を
添
え
て
よ
い
。
落
款
は

う
ま
い
が
押
捺
は
丁
寧
に
／
　
　
（明
子
評
）

◆
側
筆
の
柔
ら
か
さ
が
全
体
を
支
配
す
る
拝

情
、
や
や
甘
い
、　
一
字
又
は
二
字
連
綿
に
不

自
然
さ
も
見
ら
れ
る
の
で
流
れ
の
中
で
の
点

画
の
合
理
性
も
考
え
て
み
て
は
。
（春
洋
評
）

◆
横
画
の
リ
ズ
ム
に
ポ
イ
ン
ト
を
置
い
た

一

行
目
に
対
し
、
二
行
目
や
や
乱
れ
た
感
が
あ

る
が
。
懐
抱
の
広
さ
を
感
じ
さ
せ
て
ゆ
と
り

あ
る
作
で
あ
る
。
更
に
工
夫
を
。
（大
雲
評
）

◆
筆
の
持

つ
魔
力
を
巧
み
に
こ
な
し
て
表
現

さ
れ
面
白
い
。
特
に

一
行
目
の
変
化
は
字
か

ら
受
け
る
と
は
違

っ
た
魅
力
が
出
て
い
る
。

二
行
目
は
違

っ
た
表
現
で
残
念
。
（倫
子
評
）

ごg圏

醸
伯 励

天 野 白 扇 晴則 少女も雨をはじきけり」

天

野

白

一扇

書

一Ｆ
一「

評
い
。
流
体
力
学
、
解
剖
学
な
ど
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
天
才
ぶ
り
を
示
し
た
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
だ
が
も
っ
と
も
高
い

地
位
に
置
い
た
芸
術
が

「絵
画
」
で
あ
っ
た
。
（あ
ら
ゆ
る
学

問
の
集
大
成
）

二
次
元
の
芸
術
で
あ
る
書
だ
が
、
ダ
ブ
ィ
ン
チ
の
絵
画
が
三

次
元
を
克
明
に
二
次
元
に
写
し
取
る
た
め
に
様
々
な
技
法
を
駆

使
し
た
よ
う
に
奥
行
や
広
が
り
を
考
え
た
格
図
を
作
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
科
学
的
目
も
作
品
制
作
に
は
必
要

と
思
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

今
月
は
９０
点

（漢
２４
、
か
７
、
現
２８
、
筆
２
、
前
２９
）
少
々

毎
日
展
で
疲
れ
気
味
の
よ
う
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
（蒼
玄
）

ダ
ヴ
イ
ン
チ
の
受
胎
告
知
が
来
日
中
で

あ
る
。
克
明
な
描
写
、
見
る
者
の
視
点
に
　
　
〈特
選
候
補
者
〉

よ
る
デ
フ
ォ
ル
メ
な
ど
話
題
に
事
欠
か
な

前 前 前 隻 現 現 現 現 か か 漢 漢

舎
人
　
高
橋
　
小
汀

澄
春
　
新
行
内
方
商

蓮
紅
　
千
葉
　
華
紅

志
引
　
鈴
木
　
朝
夫

も
く
　
西
川
　
藤
象

率
苑
　
佐
々
木
豊
苑

千
葉
　
浮
回
　
雙
続

う
る
　
川
崎
小
枝
子

墨
宣
　
中
山
　
無
硯

大
拙
　
大
庭
　
幸
石

華
紅
　
大
友
　
紅
蓉

華
紅
　
浅
野
　
彩
紅
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「
宮
中
行
楽
詞
八
首
」

◆
作
品
を
書
く
時
に
詩
が
す
っ
か
り
頭
に
入

り
口
ず
さ
む
様
な
リ
ズ
ム
が
感
じ
ら
れ
る
。

基
の
つ
け
る
の
も
全
体
の
変
化
を
上
手
に
散

ら
し
て
表
現
さ
れ
る
の
が
妙
。
　

（倫
子
解
）

◆
心
の
ひ
だ
を
丁
事
に
表
現
す
る
精
神
力
と

技
術
力
の
美
事
な
融
和
が
創
造
し
た
も
の
を

見
せ
て
頂
き
満
足
で
す
。
見
飽
き
な
い
作
で

す
が
、
ど
こ
か
に
破
調
を
？
　
　
（明
子
じ

◆
や
や
長
文
を
三
行
に
ま
と
め
る
技
術
の
安

定
を
買
い
た
い
。
酒
潤
の
パ
ラ
ン
ス
よ
く
、

や
や
硬
目
の
筆
か
ら
く
る
破
筆
が
小
気
味
よ

い
リ
ズ
ム
を
醸
す
。
　
　
　
　
　
（大
雲
評
）

◆
自
然
な
恩
継
ぎ
で
宮
中
の
行
楽
を
除
ん
だ

長
時
を
三
行
に
ま
と
め
る
。
音
楽
的
な
快
い

リ
ズ
ム
で
坦
々
と
し
た
将
と
民

現
代
は
こ
れ

に
個
性
加
え
る
必
要
は
な
い
か
？

（春
重
し

鈴

　
◆
余
白
の
明
る
さ
が
印
象
的
、
上
か
ら
の
流
れ
と
、
下
部

備

木

梅

道

書

「
思

い
」

◆
中
央
部
に
大
胆
な
余
白
を
取
り
、
鮮
明
な
作
と
な
っ
た
。

長
鋒
筆
の
鋭
さ
と
柔
軟
さ
を
活
か
し
て
冴
え
る
。
下
部
や

や
う
る
さ
さ
を
感
じ
る
。
印
は
優
か
な
い
方
が
。
（大
雲
じ

◆
線
は
途
切
れ
る
事
な
く
続
く
も
の
と
考
え
ず
、
書
か
な

い
所
も
書
い
て
あ
る
所
と
同
じ
強
さ
を
も

つ
も
の
と
考
え

る
。
次
の
構
成
で
欲
し
い
線
に
は
強
さ
が
出
る
。
（倫
子
評
）

の
受
け
止
め
方
に
計
算
が
勝
ち
過
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
ど
う
だ
ろ
う
か
、
線
も
形
も
少
し
動
き
が
ほ
し
い
。
（春
洋
解
）

◆
か
な
の
余
白
美
の
研
究
か
ら
の
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
思
い
き
り
の
よ
さ
の
伝
わ
る
懐
の
大
き
な
作

品
で
す
。
さ
ら
に
立
体
感
を
意
識
し
て
は
？
　
　
（明
子
証

藤

紫

翠

「花
だ
よ
り
」

◆
怪
快
な
リ
ズ
ム
で
一
貫
し
、
潤
潟
も

自
然
で
よ
い
。
軽
い
叙
事
持
と
し
て
経

い
ま
と
め
方
を
し
た
と
解
釈
し
た
。
詩

の
内
容
の
読
み
と
り
方
が
表
現
の
出
発

点
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（春
洋
評
）

◆
書
き
出
し
の
題
名
を
含
め
三
部
構
成

は
自
然
な
展
開
を
感
じ
さ
せ
て
安
定
。

や
や
軽
い
筆
致
が
リ
ズ
ム
を
醸
し
出
し

て
い
る
。
も
う
少
し
潤
い
が
あ
れ
ば
。

牟
会

む

◆
前
半
の
流
れ
る
美
し
さ
が
後
半
少
し

生
き
づ
ま
る
感
が
あ
る
の
が
残
念
。
だ

が
、
こ
の
内
容
か
ら
湧
い
て
く
る
リ
ズ

ム
が
明
る
く
表
現
さ
れ
風
景
が
目
に
浮

か
ぶ
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
公
唖子
む

◆
字
形
よ
く
、
リ
ズ
ム
よ
く
、
快
く
制

作
さ
れ
た
こ
と
が
伝
わ
り
ま
す
。
軽
快

な
流
れ
の
最
後
に
、
こ
の
印
は
重
す
ぎ

て
、
惜
し
ま
れ
ま
す
。
変
形
印
は
如
何

で
す
か
。
　
　
　
　
　
　
　
（明
子
解
）

鏑

木

梅

道

曾圏

醒
∽

白 鵞木

鈴

木

白

総

書

加

藤

紫

翠

書

一Ｆ
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漢 字 研 究 部

(顔氏家廟碑)

顎空

有

夷
―

魯 花 千 翠 雪 笑  琴 梨 桂 芝 美 英

枝         佐

春 雪 子 葉 子 華  爽 秀 泉 香 子 子

有
租
輩

毛
須
縁

餌
癖 ▲ 本

節 鼎

４
頒
客

鞠 4
行
和
輩

制
1

漢
字
研
究
部
　
特
選
　
工
藤
　
山
房

豊
か
さ
の
あ
る
線
で
真
卿
の
偉
大
さ
を
よ
く
臨
し
、

ま
と
め
も
よ
い
。
有
の
横
画
、
筆
圧
を
変
え
な
い
堂
々

た
る
線
、
四
画
目
の
は
ね
、
左
に
回
し
な
が
ら
強
く

弾
き
出
す
筆
力
。
之
の
最
終
画
、
吊
り
と
筆
圧
を
加

え
て
の
払
い
、
素
晴
ら
し
い
学
書
態
度
で
す
。

◎
漢
学
研
究
部
総
評

顔
氏
家
廟
碑
は
文
、
書
と
も
に
真
卿
７２
歳
の
作
。

内
容
は
学
問
と
徳
行
を
重
ん
じ
た
先
祖
を
称
え
、　
一

族
の
官
歴
と
業
跡
を
記
す
。
骨
太
の
重
厚
な
線
か
ら

誇
り
高
い
真
卿
の
思
い
が
伝
わ

っ
て
く
る
よ
う
。

臨
書
に
当

っ
て
は
解
説
に
も
あ
る
よ
う
に
蔵
鋒

・

蚕
頭
燕
尾
の
用
筆
を
ま
ず
学
ぶ
。
そ
れ
に
今
回
の
課

題
の
結
構
は
ほ
と
ん
ど
が
正
方
形
に
近
く
、
向
勢
で

ゆ
と
り
が
あ
る
。
何
故
こ
の
よ
う
な
書
が
生
ま
れ
た

の
か
、
真
卿
の
心
を
推
察
し
筆
を
持
ち
た
い
。
小
手

先
で
表
面
的
な
学
書

で
は
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

抑
顎輩

抑
|
|

寸

三 尚 祥 秀 恵 正  亮 善 岱 清 幸 緑

男 子 秋 峰 子 江 子 高 雲 子 恵 水

司 「
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春
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一
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平
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優
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舟

雲
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井
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高
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郁
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広
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紫
蘭

京
橋
　
堀
川
　
魯
春
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田
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由
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子

大
雲
　
福
川
　
和
香
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金
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松
苑

洞
書
　
酒
井
　
花
雪

硯
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宮
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草
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清
雪
　
長
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一
水

秀
峰
　
飯
島
　
東
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春
汀
　
宮
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鼻
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洞
書
　
濱
田
　
竹
雪

遊
雲
　
楠
　
　
和
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秀
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幸
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昌
苑
　
佐
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初
香

玄
象
　
木
下
美
都
子

春
汀
　
佐
々
木
淳
子

書
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一削
田
　
幸
子

八
街
　
石
渡
　
翠
径

遊
雲
　
池
田
　
尚
古

清
雪
　
千
歳
　
倫
子

春
汀
　
佐
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木
和
子

大
阪
　
岸
本
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英
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片
野
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代
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玄
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田
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風
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会
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子

大
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英
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苗
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本
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汀
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高
野
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大
阪
　
大
豪
　
徳
子

東
岳
　
砂
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琉
華

大
阪
　
小
野
　
萩
光

三
嶋
　
敏
子

樹
原
　
庄
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味
卿

さ
つ
　
明
石
　
麗
子

英
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佐
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桂
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大
阪
　
除
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尚
子

卯
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長
谷
川
真
理

福
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岡
本
　
真
峰

帝
塚
　
横
井
　
正
江

行
徳
　
浅
見
由
紀
子

湘
南
　
田
丸
　
貞
子

千
葉
　
渋
谷
　
安
華

調
布
　
小
林
　
雅
子

高
陵
　
小
滝
　
久
恵

千
葉
　
紫
雲
　
僅
月

一烏
陵
　
工刷
花
　
電
子

清
流
　
渋
谷
　
充
律

北
陸
　
西
岡
　
悦
子

高
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含
木
　
勇
介

幕
張
　
柳
内
　
冬
華

詢
扇
　
工
藤
　
香
商

蓮
紅
　
遊
佐
　
紅
雅

竜
泉
　
牧
野
　
毬
子

大
阪
　
漬
野
　
琴
爽

詢
扇
　
植
木
　
清
雪

喜
英
　
鈴
木
　
史
子

明
漢
　
吉
田
千
鶴
子

千
葉
　
花
田
　
艶
子

石
舟
　
内
藤
　
古
塘

青
峰
　
吉
田
　
光
治

竜
泉
　
後
藤
　
良
泉

大
阪
　
松
佐
　
白
鈴

竜
泉
　
今
村
　
貴
泉

大
阪
　
小
林
　
芳
萩

竜
泉
　
後
藤
美
知
子

秀
水
　
花
里
　
智
子

竜
泉
　
木
内
　
志
龍

秀
水
　
と畠
澤
理
恵
子

高
崎
　
二月
木
江
理
子

声
香
　
鈴
木
　
香
楓

山
王
　
一剛
島
登
代
子

竜
泉
　
泉
水
　
龍
宝

千
字
　
永ヽ
守
　
　
蕪

春
章
　
堀
　
志
津
子

秀
水
　
福
島
和
歌
子

千
字
　
北
川
　
　
祥

秀
水
　
青
木
　
か
よ

選
外
１６６
名
氏
名
略

選評 朝  倉  春  江

今月のホープ作品
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朽
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タ
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一
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ら
も
”
々
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に
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競
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■

セ今
１
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町

″
“
寛

″

協

協

粋
キ

か
な
研
究
部
　
特
選
　
一
口
田
　
佑
子

右
下
部
を
大
き
く
ふ
く
ら
ま
せ
る
結
体
。
軽
妙

で
鋭
い
筆

法
。
繊
細
で
伸
び
や
か
な
確
か
な
線
筆
。
ど
れ
を
と

っ
て
も
、

原
帖
の
特
徴
を
よ
く
と
ら
え
た
秀
れ
た
作
品
で
す
。

◎
か
な
研
究
部
総
評

用
紙
も
多
種
類
に
わ
た

っ
て
よ
く
考
慮
さ
れ
て
い
て
、
作
品

は
粒
ぞ
ろ
い
の
優
秀
な
点
数
が
揃
い
ま
し
た
。
自
由
な
動
き

を
出
す
た
め
に
、
字
型
の
大
き
過
ぎ
や
細
い
線
が
あ
り
ま
し

五

百

子

信

　

子

清

ち
と
４ん
，
ウ
と
オ
々
技
を
め
商
物
ィ
Ａ
千
】

吉 田 佑 子

華 谷 春

紅 涼 華子

嵐

泉

弘

自
由

子

益 あ 彩
tヽ

江 子 香
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正
華
　
石
橋
　
知
子

泉
会
　
一剛
沢
　
龍
章

正
華
　
星
野
美
佐
枝

重
和
　
根
岸
　
裕
子

正
華
　
権
名
　
幸
子

如
月
　
成
澤
　
格
子

翠
吟
　
近
藤
　
閑
窓

正
幸
　
永ヽ
井
　
宏
枝

高
真
　
梅
山
　
久
子

生
大
　
村
田
　
　
満

正
率
　
神
保
　
佳
子

五
葉
　
森
田
　
睦
子

志
引
　
鈴
木
　
朝
夫
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